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Metamaskのインストール

Hands-on Part



Metamaskとは
MetamaskはEthereum系ブロックチェーンの

FT/NFTを一元管理できるソフトウェアで、

米Consensysによって2016年に公開された。

モバイルアプリとブラウザ拡張の両方がある。



















Secret Recovery Phraseとは何か？
あなたのSRPは12単語で、これはウォレットと資産の

Master Keyです。

どのようにSRPを保管するか？

・パスワードマネージャーで保管

・安全な金庫に入れる

・紙に書いて複数の秘密の場所に保管

SRPを他の人と共有することはあるか？
Metamaskといえども、決してSRPを共有すること
はありません。

誰かがあなたのSRPを求めてきたら、彼らはあなたを

騙して資産を盗もうとする可能性が高いです。
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ERC20/ERC721のデータ構造について

Hands-on Part



• ERC20やERC721はTokenに関するERC
• Tokenは『インターネット上で価値を持つもの』と捉えるとわかりやすい
（個人的に）

• ERC20はFungible Tokenと呼ばれ、代替可能性を持つトークン
• Fungibilityとは、どの100円であっても同じ価値で、交換可能であるということ

• ERC721はNon-Fungible Tokenと呼ばれ、非代替可能性を持つトークン
• Non-Fungiblityとは、一点ものの絵画が他の絵画と交換不可能であるということ
• ERC20では各アドレスの保有量が記録され、ERC721では各トークン（ID）について
保有者アドレスを記録する

＊ERC20とERC721のコードレベルでの比較はHands-onにて行う。



ERC20のデータ構造につい
て



GLDToken.sol





decimals（小数点）

”ERC20ではトークンの小数点以下の桁数を表すための

decimalsフィールドを提供している”

”デフォルトでは、ERC20は小数の値として18を使用します”

ERC20がFungible Tokenである所以はこの点でもあると

考えられる。

後の説明にもあるがERC721の方にはdecimalsがなく、

代替不可能であると分かる。



ERC721のデータ構造について



GameItem.sol



GameItem.solGLDToken.sol





ERC20 Metadata ERC721 Metadata



token 

URI
新しいアイテムの作成

保有者とアイテムのメタデータのクエリ

tokuneURIのJSONファイル例



出典：Non-Fungible Token (NFT): Overview, Evaluation, Opportunities and Challenges
出典：Non-Fungible Token (NFT): Overview, Evaluation, Opportunities and Challenges



ERC721のtoken URIを見てみよう



https://~

ipfs://~

画像データ参照先

TokenID*を指定して

メタデータを参照

*TokenID：それぞれのトークンを指定する数字。

メタデータ（メタデータ自身もホスト先がHTTPかIPFS等かに分かれる）

ブロックチェーン



HTTP
ロケーション指向型

『https://aaa.com/b1』

この表記の場合、aaa.comというサーバーの

b1という場所にアクセスしている。

画像データがここで管理されており、

当該サーバーが運用停止した場合

NFTの参照先画像が紛失されるため永続性がない。

また、b1にある画像を差し替えることで

NFTで表現している画像も（当然）差し代わる。



IPFS
コンテンツ指向型

『ipfs://aQ1bsi...』

この表記の場合、『aQ1bsi...』はハッシュ値であり、

当該ハッシュ値は画像データをハッシュ関数に投じ

て得られたもの。

動画や音楽もハッシュ化することで

IPFSによるホストが可能。

但しIPFSも永続性が”完璧”とはいえないため、その点

に留意する必要がある。



手を動かして確認してみよう
（IPFS/中央サーバー）



1：OpenSea* 2：一つのNFTを選択

3：コンテンツページ→スクロール

*OpenSea

NFTを販売しているECサイト（的な）

今回はBAYCのページを利用。

→https://opensea.io/collection/boredapeyachtclub

IPFS型NFTの場合



4：Detailsを参照→0xbc4c...f13dをクリック（Token IDもメモ）



5：Etherscan*に遷移

*Etherscan：Ethereum上の取引履歴を見ることのできるツール

6：Contractページ



7：Read Contractをクリック 8：20のtokenURIをクリック



9：4でメモしたToken IDを入力 10：stringに記載してあるipfs://~で検索

11：10のJSONデータ内"image"に続くIPFSリンクを検索→画像表示



https://opensea.io/assets/ethereum/0x845a007d9f283614f403a24e3eb3455f720559ca/16101

中央サーバー型NFTの場合





IPFSについてもう少し詳しく

• IPFSはコンテンツ指向型のハイパーメディア分散プロトコル
• IPFSはHTTPをベースとした既存のネットワークとは独立したネットワーク
→既存のブラウザからアクセスするにはIPFSに橋渡ししてくれる存在が必要

→IPFS Gateway

• IPFS Gatewayの中でも任意ユーザーに常時公開されているIPFS Public 
Gateway（https://ipfs.io/ipfsなど）を利用する必要がある

• https://ipfs.io/ipfs/〜〜〜の『〜〜〜』部にコンテンツ（Content）のID（画像
等のコンテンツのハッシュ値）を入れる必要がある（CID）
→逆に言えば、上記のコンテンツIDを知っているものであれば閲覧可能

• P2Pファイル共有システムによって耐障害性、耐検閲性、耐改ざん性がある
• 詳細な仕組みについては添付リンク参照
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